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しながら、より長く回り続けるコマの
探求に努めました。その甲斐もあり、
昨年行われた大会では見事準優勝と
いう成績を収めたそうです。実際にコ
マの製作を担当した川

かわの た か ひ ろ

野貴広工場長
は当時の状況を「研究、失敗を重ね、
やっと回転が安定した時は本当にう
れしかったです。最後にはコマの見映

えにもこだわっ
てしまいました」
と笑顔で振り返
ります。そして
「昨年はフレッ
シュ部門での参
加でしたが、今年
はレベルの高い

高い技術力による手作業
研削で柔軟な対応

西研は、工業用切削刃具の製造
を手掛ける中小企業です。主
に自動車関係部品の金型を

作る刃具を製造しています。近年、工
業製品の製造では機械の導入が進ん
でおり、多くの企業では自動式研磨
機による自動研削が行われていま
す。しかし、西研ではそれだけに頼ら
ず、手作業によって研削を行う手動
式研磨機を使いこなす高い技術に
よって、自動式研磨機だけでは対応
できないような要望に対しても、柔
軟に対応することができます。また、
受注から納品まで一貫して社内で行
うため、一般的に納期まで２カ月は
かかるような作業を、社員同士の連
携で10日程度でこなすなど、迅速な
対応が可能な点も西研の強みです。

｢コマ｣に自社技術を結集し
製造業を元気に

　一般に下請けとして日本を支えて
きた中小の製造業者は、高い技術と
設備を持っていても、一般の人の目
に触れる自社製品を造る機会は多く
ありません。そんな中、西研は広島

市ものづくり支援課から、｢全日本製
造業コマ大戦｣を紹介されます。コマ
大戦では、この大戦のために、自社技
術を結集し、コマを製作することで、
モチベーションの向上につながりま
す。またその成果が多くの人の目に
留まることで、一般の人にも、ものづ
くりに興味を持ってもらいたい、製
造業を元気にしたいという目的があ
ります。西研は、その趣旨に賛同し、
昨年初めて参加を決意しました。

コマ完成までの物語
　コマ作りでは、砥石で金属を研磨
し、コマの形状へと近づけていきま
す。「西研は元々、研削を得意分野と
しているため、自社の技術を活用す
ることで金属をコマの形状にすると
ころまでは容易でした」と圡

ど ば な こ う じ

鼻耕司
専務取締役。しかし、コマの回転を安
定させることが困難で、最初の試作
品は全然回ら
なかったそうで
す。ここから試
行錯誤の日々が
始まります。地
面と接地する回
転軸の先端部分
の角度を微調整

規定部門で出場する予定なので、自
分たちの作ったコマがどこまで通用
するのか楽しみです」と今大会への
意気込みを語ってくれました。
　｢現状に満足せず、より良いものを
作りたい｣。小さなコマを通して、職
人のたゆまざる努力と情熱を垣間見
ることができました。

製
造
業
が
、熱
い

川野貴広工場長

圡鼻耕司専務取締役

昨年、社員がそれぞれ製作したコマ。この中
で社内コンペを勝ち抜いた物が代表に
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　全日本製造業コマ大戦とは、同大
戦協会が、製造業を元気にしたいと
いう思いから企画・運営しているイベ
ントです。大のおとなが小さなコマに
自社の魂と技術を込めて激突します。
対製造業、工業高校 な

　ど

日11月17日㈯午前11時～午後1時半
場南区民文化センター（南区比治
山本町16-27）

　市内には高い技術を持つ中小企業がたくさん存在しま
す。中でも西

にしけん

研株式会社は研
けんさく

削を得意とし、その技術力を生
かして全日本製造業コマ大戦に出場しています。今回はもの
づくりの魅力と全日本製造業コマ大戦について紹介します。
問ものづくり支援課（Ｔ504-2238、Ｆ504-2259）

1 細かい調整が求められる研削の作業

砥
といし

石による研磨作業の様子

完成した工業用刃
は ぐ

具。
金型などの曲面を加工するときに使用する

コマ大戦で規格されているコマ。
大きさは１円玉程度（直径約20㍉）

【参加者説明会の日】
日9月21日㈮午後３時～４時
場工業技術センター（中区千田町三
丁目8－２４）
申所定の申込書をファクスかE-mail
で、ものづくり支援課(monozukuri@
city.hiroshima.
lg.jp)へ。申込書は
市ホームページで
問ものづくり支援
課（T504-2238、
F504-2259）

企業・団体などの

参戦者募集

昨年度の様子


